
災害時等に有効な行政情報の分散クラウド化に関する共同研究 
（JGNX-A11002) 

 地震、火事等の災害により、行政情報システムが損傷した際に、行政情報の消滅を防ぎ、住民への迅速な災害関連情報の
提供を可能とする行政情報分散クラウド化に関する共同研究。 
  ・共同研究機関 ： つくば市(災害時情報基盤の検討)、つくば大学(分散クラウド基盤技術の検証)、ＮＩＣＴ(NW制御技術の検証) 
  ・共同研究拠点 ： つくば連携実験施設 
  ・実施期間    ： H23.11  ～ H25.3 

横浜DC 

九州DC 東京DC 

つくば連携実験施設ＤＣ 

行政情報システム損傷 
・行政情報ﾈｯﾄﾜｰｸ等から、行政情報を分散
管理するDCにアクセスし、職務遂行が可能。 

・災害関連情報の迅速なアップデートが可能。 

・在宅からのアクセスも可能なセキュア端末との
連携も可能。 

行政情報をミラーリングし分散管理 

いつでもどこでも… 

行政機関職員 

住民 

・災害後もインターネットから、
最新の行政公開情報に途切れな
くアクセス可能。 

（※）２４年度以後、利用DCはＪＧＮの分散スト
レージを活用予定。 
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